
夏
の
体
験『
こ
ど
も
天
国
』

玖
波
公
民
館

　
夏
休
み
恒
例
の『
こ
ど
も
天
国
in
Ｋ
Ｕ
Ｂ
Ａ
』
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。企
業
や
団
体
、警
察
、消
防
な
ど
が
、さ
ま
ざ
ま
な
体
験
ブ
ー
ス
を

設
け
、子
ど
も
た
ち
は
元
気
い
っ
ぱ
い
に
楽
し
み
ま
す
。今
回
初
め
て

出
展
し
た
防
災
士
の
吉
川
健
治
さ
ん（
和
木
町
）は
、防
災
に
関
す
る

啓
発
活
動
を
行
っ
て
お
り
、ビ
ニ
ー
ル
袋
で
防
災
ず
き
ん
、新
聞
紙
で

ス
リ
ッ
パ
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
ラ
ン
タ
ン
作
り
を
指
導
。「
日
用
品
か

ら
こ
う
し
た
防
災
グ
ッ
ズ
が
で
き
る
こ
と
も
知
っ
て
お
い
て
ほ
し

い
」と
訴
え
ま
す
。

　
商
工
会
議
所
青
年
部（
広
島
銀
行
）は
、お
金
に
ま
つ
わ
る
ク
イ
ズ

を
出
題
。「
ど
う
し
て
硬
貨
は
丸
い
の
か
？
」「
お
札
に
肖
像
画
が
使
わ

れ
る
の
は
な
ぜ
？
」な
ど
の
問
題
に
家
族
と
挑
戦
し
た
齋
藤
旭
く
ん

（
大
竹
小
５
）は
、家
族
内
で
も
答
え
は
そ
ろ
わ
ず「
難
し
か
っ
た
け
れ

ど
、た
め
に
な
り
ま
し
た
」と
の
感
想
。お
金
の
知
識
が
少
し

ば
か
り
蓄
え
ら
れ
た
よ
う
で
し
た
。

1 大竹高校の演奏で幕開け 2 カラフルなボール
をいっぱいすくって 3 同級生で参加「かんれきー
ず」のマツケンサンバ 4 スペイン通りのスナイ
パー！ 5 楽しそうな浴さんたち 6 ゲームもいっ
ぱい 7 大瀧太鼓むすひ衆の激しい演奏 8「焼き
鳥いかがですか～」9 じゃんけん大会で新井監
督のユニフォームゲット。

　土曜の夜は最高潮
大竹駅前商店街
　夏の風物詩『土曜夜市』が、昨年に引き続き開催され、スペイ
ン通り、ふれあい通りに並んだ出店で飲食やゲームを楽しむ
多くの姿が見られました。ふれあい通りの駐車場に設けられ
たステージは、大竹高校吹奏楽部の演奏で幕を開け、ダンスパ
フォーマンスや、懐かしの歌謡曲の熱唱、和太鼓演奏に観客か
ら拍手が送られていました。家族で訪れた浴隼人さん（油見）
は「コロナ禍でこういう場もなかったけれど、友達家族と出
会って話し込めたのも久しぶりでうれしいですね」と楽しそ
うな表情。クライマックスは、賞品のカープユニフォーム争奪
のじゃんけん大会で幕を閉じました。

1 ビニール袋の防災ずきん、新聞紙のス
リッパを作ったよ 2 お金に関するクイ
ズ。家族で答えがそろいません 3 うまく
釣り上げられるかな 4 大にぎわいの『こ
ども天国』。

イベントなどで撮影した写真は、「広報おおたけ」、市ホームページ、市公式SNSや市の刊行物で
使用するほか、マスメディアなどに提供することがあります。
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親
子
で
人
気
メ
ニ
ュ
ー
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

給
食
セ
ン
タ
ー

　
学
校
給
食
の
メ
ニ
ュ
ー
の
調
理
体
験
が

行
わ
れ
、市
内
の
児
童
と
保
護
者
16
組
40

人
が
参
加
し
ま
し
た
。献
立
は
、学
校
で
大

人
気
の
チ
キ
ン
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、か
み
か

み
サ
ラ
ダ
、ク
ラ
ッ
シ
ュ
ぶ
ど
う
ゼ
リ
ー
、

牛
乳
で
す
。し
っ
か
り
と
手
洗
い
し
た
後
、

３
班
に
分
か
れ
て
調
理
開
始
。い
つ
も
は

入
る
こ
と
の
で
き
な
い
調
理
室
や
大
き
な

調
理
器
具
に
参
加
者
は
興
味
津
々
な
様
子

で
し
た
。み
ん
な
で
協
力
し
て
作
っ
た
給

食
は
お
か
わ
り
に
長
い
列
が
で
き
る
ほ
ど

お
い
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。直
田
ゆ
い
さ

ん（
小
方
小
５
）は「
大
き
な
釡
で
食
材
を

混
ぜ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
て
楽
し
か
っ

た
」と
満
足
そ
う
で
し
た
。

干潟の役割や環境を学ぶ
小瀬川河口・リサイクルセンター

　『小瀬川干潟観察会』が行われ、15組40人が参
加しました。最初に、生きものの探し方や注意事項
などの説明を受け、干潟へ出発。貝掘りや地引網な
どの道具を使って、たくさんのエビやカニなどを
見つけ、参加者は大喜び。採集した生きものは、リ
サイクルセンターに持ち帰り観察しました。今回
が初めての参加の中島大晴くん（大竹小１年）は
「カニやヤドカリ、エビなどを計10匹以上捕まえ
ることができて楽しかった」と話してくれました。

3 でっかいカニを捕ま
えたぞ 4 生きものをた
くさん捕まえた中島く
ん 5 網にかかった生き
ものを探します。

2 引き上げた網に興味
津々。

1
み
ん
な
で
協
力
し
て
地
引
網

を
引
っ
ぱ
り
ま
す
。

1 大きな釜でカレーを
力いっぱい混ぜます
2 順番に盛り合わせ
ていきます 3 カレーお
いしい！

８月４日　早朝のアゼリアおおたけの駐車場
に勢ぞろいしたのは、丹精込めた朝顔の鉢。大
竹地区社会福祉協議会の『朝顔づくり展』は、
コロナ禍や台風などで中止を挟みながらも半
世紀を超える歴史を誇り、今回で44回を数え
ます。今年は昨年を上回る51の作品がエント
リー。参加者の投票で各賞が選ばれます。審査
委員長の三上武志さんは「花、つる、葉がそ
ろって朝顔。葉がしっかりしていないと花が
引き立ちません。しっかり日に当ててやり水
やりを欠かさないことが大切」とアドバイス。
今年は長雨や猛暑の影響で、花の付きが今一
つという中でも、最も票を集めた向井千恵美
さん（油見）は、入賞の常連。「４段のリングに
平均してつるを巻きつかせることが工夫した
ところ」。手間をかけた分がむくわれた喜びの
声でした。

７月30日　地域学校協働本部が主催の「お
おたけっ子らんらんカレッジサマースクー
ル」の体験教室の一つとして、大竹国際交流
協会が総合市民会館で『英語でおしゃべり
クッキング』を開催し、小学生23人が参加し
ました。講師のオークリー・コークさんは、岩
国市の中学校でALT（外国語指導助手）をし
ている方で、英会話のミニ講座や英語でのコ
ミュニケーションなどを交えながらの楽し
いクッキングとなりました。メニューは、
ジャマイカでは定番のファストフードで、文
化の一部となっているジャマイカンビーフ
パティ。生地や具作りに一から挑戦し、難し
い工程は上級生が下級生に教えてあげるな
ど、班員全員で協力して作り上げました。
コーク先生は「楽しかったね。またぜひやり
たいよ」と笑顔で話してくれました。

７月27日・28日　自作のプラモデルやフィ
ギュアを展示したり、その場で手軽に模型を
作ったりする『プラモデルづくりクラブ』がサ
ントピアおおたけで開催され、土・日曜日合わ
せて75人が訪れました。企画した地域包括支
援センターの生活支援コーディネーターの浴
肇さんは「趣味のことだったら家に引きこもら
ず積極的に外に出て行ける。こうした場で多世
代の人と交流すれば介護予防になるのでない
かとの思いで企画しました。今後は２カ月に１
回くらいのペースで開催したい」と考えている
ようです。会場に所狭しとばかりに並べられた
自慢の作品の数々。そこに込められた思いを語
り合う声が聞こえてきます。岩国市から来た三
原悠暉くん（小１）は、人気キャラクターのプラ
モデルを作り「簡単だったよ」と満足げな表情
でした。次回は９月７日㈯10時～15時。
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